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の
観
光
客
数
を
取
り
返
す
盛

り
上
が
り
を
見
た
と
の
こ
と

で
す
。
引
き
続
き
、
関
西
圏
域

の
方
の
み
な
ら
ず
海
外
観
光

客
の
方
に
も
、
私
ど
も
の
ふ

る
さ
と
岡
山
へ
数
多
く
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
、
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
春
に
あ
た
り
、
同
じ
「
ふ

る
さ
と
」
を
も
つ
県
人
会
の

つ
な
が
り
や
ご
縁
の
大
切
さ
、
意
義
深
さ
を

改
め
て
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
沢

山
の
会
員
の
皆
様
と
愉
快
で
有
意
義
な
時

間
が
共
有
で
き
ま
す
よ
う
、
会
の
運
営
に
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
、
と
決
意
も
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
発

展
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

に
沸
き
、
大
阪
・
神
戸
を
は

じ
め
日
本
各
地
で
開
催
さ

れ
た
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
」
で
、「
サ
ク
ラ
ジ
ャ

パ
ン
」
の
快
進
撃
に
日
本
中

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
い
よ
い
よ
今
年
開
催

の
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
、
そ
の

翌
年
開
催
の
「
ワ
ー
ル
ド
マ

ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」
と
一

大
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
よ
り
、
地
域
の
活

性
化
や
大
き
な
経
済
効
果
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

郷
土
岡
山
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、

岡
山
の
強
み
で
あ
る
桃
や
ぶ
ど
う
と
い
っ

た
フ
ル
ー
ツ
を
前
面
に
出
し
た
、
７
月
か

ら
10
月
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
お
か
や
ま

果
物
時
間
２
０
１
９
」
で
は
、
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
等
と
の
相
乗
効
果
も
あ
り
、一
昨
年

の
豪
雨
災
害
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
、
夏
場

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

河　

合　

司　

二

近
畿
お
か
や
ま
会　

会
長

岡山県マスコット
「ももっち・うらっちと仲間たち」

発　行

近畿おかやま会

編集　岡山県大阪事務所

大阪市中央区今橋3-2-20

１月号の紙面

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
近
畿
お
か
や
ま
会
に
対
し
、

平
素
か
ら
格
段
の
ご
高
配
を
賜
り
、
ま
た

「
岡
山
県
人
の
集
い
」
を
は
じ
め
、
多
く
の

事
業
に
ご
参
加
、
ご
協
賛
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

郷
土
「
お
か
や
ま
」
を
つ
な
が
り
と
し

て
、
各
行
事
に
お
い
て
皆
様
が
楽
し
く
交

流
さ
れ
、
親
交
を
深
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
大
規
模
な
災
害
が
続
い

て
お
り
、一
昨
年
は
西
日
本
で
被
害
が
相
次

ぎ
、
昨
年
は
千
葉
を
は
じ
め
東
日
本
で
大

雨
や
台
風
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
、

大
変
な
混
乱
を
き
た
し
ま
し
た
。

　

郷
土
岡
山
で
も
、
西
日
本
を
中
心
に
大

き
な
被
害
を
出
し
た
「
平
成
30
年
７
月
豪

雨
」
に
よ
っ
て
、
河
川
の
氾
濫
や
堤
防
の
決

壊
に
よ
る
浸
水
、
土
砂
災
害
が
相
次
ぎ
、
風

水
害
に
よ
る
被
害
と
し
て
は
戦
後
最
悪
の

も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
近
畿
お
か
や
ま

会
の
多
く
の
会
員
の
方
か
ら
も
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
復
興
に
向
け
た
取
組
が
着
実

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
る
い
話
題
と
し
ま
し
て
は
、
岡
山
市

出
身
の
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
「
渋
野
日
向

子
」
さ
ん
の
「
全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
」
優
勝

プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
目
標
達
成
に
向
け
、
時
代

の
潮
流
の
変
化
や
県
民
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
施
策

を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
好
循
環
の
流

れ
を
さ
ら
に
力
強
い
も
の
に
し
、
す
べ
て
の

県
民
が
明
る
い
笑
顔
で
暮
ら
す
「
生
き
活
き

岡
山
」
の
実
現
を
目
指
し
て
取
組
を
加
速

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

夏
に
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本

県
ゆ
か
り
の
選
手
の
活
躍
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
活
力
と
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
１

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ

せ

て

県

政

を

推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
て
、
確
実
な
学
習
内
容
の
定
着
を
図
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
海
外
留
学
の
促
進
な
ど
に

よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
国
内

外
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
も
複
数

の
新
た
な
企
業
の
立
地
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
夏
に
は
、
県
内
企
業
の
方
々
と
と
も
に

ア
メ
リ
カ
・
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
訪
問
し
、

意
見
交
換
や
展
示
会
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
企
業
の
「
稼
ぐ
力
」

の
強
化
や
県
内
就
職
の
促
進
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
結
婚
を
希
望
す

る
男
女
の
出
会
い
の
場
の
創
出
や
移
住
・

定
住
の
促
進
な
ど
に
一
層
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
生
き

活
き
プ
ラ
ン
の
最
終
年
度
に
当
た
り
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
近
畿
お
か
や
ま
会
の
皆

さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

岡
山
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
１
年
半
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
県
で
は
、
復
旧
・

復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
、一
日
も
早
く

住
み
慣
れ
た
地
域
で
普
段
の
生
活
を
取
り

戻
し
、
希
望
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
被
災
地
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
、「
よ
り
災
害
に
強
く
、
元
気
な
岡

山
」
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
全
庁
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
復
旧
・
復
興
と
と
も
に
、

「
生
き
活
き
岡
山
」
の
実
現
に
向
け
て
、
教
育

の
再
生
や
産
業
の
振
興
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

教
育
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
知
事
に
就
任
し

た
７
年
前
と
比
べ
て
非
行
率
が
大
き
く
改

善
し
て
い
ま
す
。
学
力
向
上
の
面
に
お
い
て

も
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

で
、
中
学
校
の
国
語
・
数
学
が
全
国
平
均
と

同
等
と
な
り
、
課
題
で
あ
っ
た
家
庭
学
習
時

間
に
も
改
善
の
兆
し
が
見
え
始
め
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
一
定
の
成
果
が
現
れ
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県政ハイライト2019県政ハイライト2019 ふるさと岡山県の2019年を県政の

出来事を中心に振り返ります
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特集

（2）

6月

過去最高の来場者数を記録。「おかやまテクノロジー展

（OTEX）2019」を開催

平成31年1月24日から25日まで、
コンベックス岡山で中四国最大規
模となる機械系ものづくり分野の展
示商談会「おかやまテクノロジー展

（OTEX）2019」を開催し、過去最高の10,136名が来場しました。
4回目の開催となる今回は、県内の中小企業など172社・機関

が出展し、優れた加工技術や製品を積極的にPRするとともに「も
のづくり県おかやま」を広くアピールしました。

3年連続の快挙！県産「きぬむすめ」が最高ランクの

「特A」を取得

平成31年2月27日、県産米「きぬむすめ」が、平成30年産の米食
味ランキングで3年連続となる最高ランクの「特A」を取得しました。

3月25日には、特A取得を祝う「きぬむすめ祭り」を、JAグループと
ともに岡山駅前で開催し、炊きたて「きぬむすめ」の試食や、精米の

配布を行いました。
特A取得を契機に、「きぬむすめ」の栽

培面積は年々増加しており、生産者、農業
団体、県が一丸となって食味の向上や消
費者らへのPRに取り組んでいます。

「美作岡山道路」瀬戸IC～熊山IC間、佐伯IC～吉井IC間

が開通。県東部の地域活性化へ

平成31年3月24日、美作岡山道路の瀬
戸IC～熊山IC間、佐伯IC～吉井IC間が開
通しました。

これにより、すでに開通している熊山
IC～佐伯IC間と合わせて、美作岡山道路
全線の約6割が通行できることとなり、美
作圏域と岡山圏域の交流促進や企業立
地、観光振興など県東部地域の活性化
に大きく寄与することが期待されます。

首都圏アンテナショップ「とっとり・おかやま新橋館」が

リニューアルオープン。移住・しごと相談コーナーの新設

でより便利に！

平成31年4月26日、平成26年9月のオープン以来、多くの皆さま
にご来館いただいている首都圏アンテナショップ「とっとり・おか
やま新橋館」がリニューアルしました。

物販・飲食店舗の魅力アップに加え、県内事業者が出張時など
に活動拠点として利用できる「コワーキングスペース」、さらに、近
年、地方暮らしを指向し、「仕事」にポイントを置く若い世代の増
加を受けて、移住と就職の相談がワンストップでできる「移住・し

ご と 相 談 コ ー
ナー」を新たに
設置しました。

祝・日本遺産認定。笠岡諸島の石にまつわる文化を含む、

備讃諸島のストーリー

令和元年5月20日、笠岡諸島の石
文化を含む『知ってる!?悠久の時が
流れる石の島～海を越え、日本の礎
を作ったせとうち備讃諸島～』が新
たに日本遺産に認定されました。

笠岡市の北木石の丁場（石切場）や石工用具、大飛島遺跡や北
木島石切唄などが構成文化財として登録されています。

これで県内の日本遺産は「『桃太郎伝説』の生まれたまち おか
やま」など6件となりました。

晴れの国の新たな魅力を発信。

「天文王国おかやま」へようこそ！

令和元年5月24日、「天文王国おかやま」
をキャッチフレーズとして、県と関係市町が
連携したPRを本格的に開始しました。

恵まれた気象条件により古くから天体観
測に適した地であった本県には、多くの天
文関係施設があり、これらを多くの人に知っ

て も ら う た
め、同日から始まったスタンプラ
リーを皮切りに、プラネタリウムで
の映像上映や、県内外のイベント
で天文王国おかやまをアピール
しました。

平成30年7月豪雨災害　決壊箇所の原形復旧完了

平成30年7月豪雨災害により、国管理区間の1河川2か所と県管
理区間の10河川16か所で堤防が決壊しました。

被災後すぐに応急復旧を終え、引き続き、出水期が始まる6月
中旬までの完成を目標に本復旧を進めたところ、地域の皆さまの
協力もあり、予定
どおり令和元年6
月15日までに全て
の 決 壊した 堤 防
について、元の高
さまでの復旧（原
形復旧）が無事に
完了しました。

贅沢なフルーツを召し上がれ！観光キャンペーン2019

「おかやま果物時間」

令和元年7月1日から11月までの5か月
間、放送局6社に応援団に就任いただ
き、フルーツとアートをテーマとした観
光キャンペーン2019「おかやま果物時
間」を展開しました。

飲食店などでの幅広いフルーツメニューの提供をはじめ、「美
作三湯芸術温度」と併せて、温泉とフルーツやご当地食材を使っ
たメニューを堪能できる「美めぐりキャンペーン」など、旬のフ
ルーツとアートめぐりを楽しむ企画を実施しました。

岡山桃太郎空港が利用者3500万人達成！

令和元年9月5日、平成元年3月
に開港した岡山桃太郎空港の利
用者が、9月に累計3，500万人を
達成したことを機に、空港関係者
と連携した記念イベントを実施
し、空港への愛着度向上や利用者の拡大を図りました。

今後とも、路線の維持・拡充や、空港のにぎわい創出に努め、
多くの方に親しまれ、ご利用いただける空港づくりを進めていき
ます。

県産ブドウが今年も宇宙へ！オーロラブラックは初輸送

令和元年9月29日、JAXAが実
施した生鮮食品の輸送により、県
育成品種オーロラブラックと県
産シャインマスカットが国際宇宙
ステーションに到着しました。

8月末から準備し、その後、打ち上げが2週間も延期になりまし
たがブドウはいい状態でした。

宇宙に送られる食品は、4週間常温保存が可能なことが求めら
れます。両品種の日持ちの良さはギフトや輸出向けとしても注目
されており、無重力状態で空中を漂う姿が、さらなる知名度の向
上につながることが期待されます。

温泉地でゆったりアート鑑賞はいかが？

「美作三湯芸術温度」を開催

令和元年10月5日から
令和2年1月13日まで、岡
山県北の美作三湯（湯原
温泉・奥津温泉・湯郷温
泉）を舞台に、アートイベ
ント「美作三湯芸術温度」
を開催しました。

3年ぶり2回目の開催と
なる今回は、気鋭のアーティスト24人が25カ
所の宿泊施設などに作品を展示し、アートを
通じて、温泉地の新たな魅力の創造と発信を
行いました。

今年は、世界から「SETOUCHI」が注目され、瀬戸内国際芸術祭
で盛り上がる中、岡山県では、秋会期にあわせて、「岡山芸術交流
2019」などが開催されました。

県外へ売り込め！大手企業で県内の優れた技術・製品をPR

令和元年10月24日、精密機器大手の株式会社島津製作所（京
都市）で、県内中小企業との展示商談会を初めて開催しました。

県は、大正7年、同社の工業試験場の設立時から検査機器導入
や研究員を派遣しており、同社とは密接な関係があります。

県内中小企業が独自で大手企業と直接交渉できる機会は少な
く、今回の商談会で、知事がトップセー
ルスを行い、約30件の商談が開始され
るなど、各社の技術力を直接PRできた
ことにより、県内企業の新たな販路開
拓の場となりました。

記念すべき5回目。沿道から16万人の応援！

おかやまマラソン2019を開催

令和元年11月10日、爽やかな秋晴
れの下、節目の第5回大会となる「おか
やまマラソン2019」を開催しました。

全国各地、さらには海外からご参加
いただいた1万6千人を超えるランナー、大会を支えた5千人余り
のボランティア、沿道から温かい声援を送っていただいた16万人
もの応援が一体となり、岡山の街が感動と興奮に包まれた一日と
なりました。

書家・中塚翠涛さんが「おかやま晴れの国大使」に就任

令和元年11月21日、倉敷市出身で、国内
外で広く活躍されている書家の中塚翠涛

（なかつか すいとう）さんが「おかやま晴れ
の国大使」に就任しました。

中塚さんは、著書「30日できれいな字が
書けるペン字練習帳」がシリーズ累計400万部を突破し、映画の
題字製作や多数のテレビ番組への出演など活躍の場を広げてい
ます。今後、中塚さんは大使として、本県のイメージアップや魅力
ある岡山県づくりについての提案や助言、本県の情報発信などの
活動を行います。

あおり運転、危険運転を撲滅　

全国初　情報受付専用サイトを開設

令和元年11月21日、県警察ホームページに「岡山県あおり110
番鬼退治ボックス」が開設されました。

これは、社会問題となっているあおり運転などの危険行為のほ
か、飲酒・無免許運転や暴走行為などの危険な運転の抑止およ
び検挙を目的として、県内で発生した危険運転に関する目撃情報
やドライブレコーダーの動画などの情報提供を受け付けるもの
であり、交通ルール遵守と交通安全意識の向上に役立てます。

岡山天音×前野朋哉の強力タッグで新作PR動画

「ぽつり、岡山」が完成

令和元年12月4日、県の新作PR動画を公
開しました。これまでの自治体PR動画の枠
を超えたショートムービーとして、じっくりと
味わっていただける作品となっています。

内容は絵の描けなくなった絵本作家と笑
えなくなった女子高校生が岡山で出会い、
自分の枠を超えたチャレンジを始めます。
彼らが本当の「笑顔」を取り戻していく、ちょっと不思議でやさしい
物語です。

主演の岡山天音さんは「岡山の晴れたきれいな風景や温かい
雰囲気が映ったチャーミングな動画になっていて、大好きな作品
になった」とコメントしています。ぜひご覧ください！

【リンク先】ハレウッドPRサイトhttp://8092-okayama.jp/
※「ハレウッド」とは、「晴れの国」と映画の都「ハリウッド」を掛け
た造語です。

スポーツで岡山に元気を！渋野日向子選手らに

岡山県スポーツ特別顕賞を授与

令和元年12月6日、日本人として42年ぶり
にメジャー制覇を果たした、ゴルフの渋野
日向子選手に対し岡山県スポーツ特別顕
賞授与式を行い、その大偉業を称えました。

多くのアスリートが活躍した一年でもあり、平林金属男子ソフ
トボールクラブの監督・選手ら5名、柔道の素根輝選手、パラ陸上
の佐藤友祈選手、木山由加選手にも同賞を授与しました。

皆さんの活躍は、県民に希望と夢、大きな感動を与えてくれま
した。

20校127人が参加。岡山県高校生議会を開催

令和元年12月17日、議場に県内各地から
20校127人の高校生を迎え、高校生議会を
開催しました。

予想を大きく上回る参加申し込みがあり、
議員席、傍聴席が高校生で埋まりました。

問題意識を持った高校生議員が、バリアフリー化の促進、若者
の政治参加を促す取り組み、少子化対策など、様々なテーマで質
問を行い、各常任委員会の委員長が答弁しました。再質問も行わ
れるなど、活発な議論が展開されました。

「くだもの王国おかやま」の冬の味。

いちごの県統一ブランド「晴苺」を発表

令和元年12月18日、県では、冬から春にかけて出荷できるいち
ごに着目し、美しい色と形、濃厚な甘さと香りに優れる県産いち
ごの統一ブランド名を「晴苺」と命名し、お披露目しました。

今後、首都圏を中心に「晴苺」の販売PR
を展開し、桃やブドウと合わせ、年間を通
じて多彩で高品質な果物が提供できる「く
だもの王国おかやま」のブランド価値の向
上につなげていきます。
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令
和
最
初
の
近
畿
お
か
や
ま
会
の
総

会
が
、
昨
年
10
月
３
日(

木)

午
後
６
時
か

ら
、
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
と
、
翌

年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
等
に

つ
い
て
審
議
し
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
後
、
新
た
に
副
会
長
、
副
相
談
役
に
就

任
さ
れ
た
方
々

の
紹
介
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き

続
い
て
の
、
第

63
回
「
岡
山
県

人
の
集
い
」
に

は
、
岡
山
県
の

伊
原
木
知
事
、
県
議
会
の
蓮
岡
議
長
、
津

山
市
の
谷
口
市
長
な
ど
多
数
の
市
町
村

長
を
は
じ
め
県
幹
部
職
員
、
市
町
村
、
地

区
県
人
会
・
同
窓
会
の
皆
様
な
ど
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

河
合
会
長
、
伊
原
木
知
事
の
挨
拶
の

後
、
郷
土
岡
山
の
地
酒
「
酒
一
筋
」
に
よ
る

鏡

開

き

が

行

わ

れ
、
蓮
岡
議
長
の

ご
発
声
に
よ
る
乾

杯
を
終
え
る
と
、

会
場
は
一
斉
に
賑

や
か
な
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

が
ん
ば
れ
！

お
か
や
ま
ト
ッ
プ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

　

が
ん
ば
れ
！
お
か
や
ま
ト
ッ
プ
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
と
し
て
、
今
回
は
サ
ッ
カ
ー
Ｊ

２
リ
ー
グ
で
奮
戦
中
の
「
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ

岡
山
」
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
リ
ー
グ
を
戦

う
「
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
」
に
加
え
、
卓
球
の

「
岡
山
リ
ベ
ッ

ツ
」
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
各
チ
ー

ム

か

ら

は

ス

テ
ー
ジ
や
ブ
ー

ス
で
、
現
状
報

告
や
今
後
へ
向

け
た
熱
い
思
い

を
Ｐ
Ｒ
。
地
元

岡
山
を
ス
ポ
ー

ツ
で
盛
り
上
げ

て
い
る
チ
ー
ム

を

応

援

し

よ

う
!!
と
、
多
く

の
方
が
ブ
ー
ス

に
お
越
し
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
チ
ー
ム
の
関
西
圏
で
の
ア

ウ
ェ
イ
ゲ
ー
ム
に
近
畿
お
か
や
ま
会
と

し
て
応
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
産
品
の
料
理
、

そ
し
て
地
酒
を
堪
能

　

毎
年
の
お
楽

し
み
、
懐
か
し

い
郷
土
お
か
や

ま
の
味
。
お
か

や
ま
和
牛
、
岡

山
ピ
ー
チ
ポ
ー

ク
、
岡
山
県
の

野
菜
を
使
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
料

理
に
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト

や

ニ

ュ
ー

ピ

オ
ー
ネ
な
ど
の

フ
ル
ー
ツ
。
料

理
は
目
に
も
美
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に

な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お
か
や
ま
の

地
酒
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
今
年
も
オ
ス
ス
メ

の
お
酒
が
並
び
、
美
作
市
か
ら
直
送
さ
れ

た
特
産
品
の
即
売
も
大
好
評
で
し
た
。

市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

 

　

　

ご
出
展
い
た
だ
い
た
総
社
市
・
新
見

市
・
備
前
市
・
瀬
戸
内
市
・
赤
磐
市
・
矢
掛

町
か
ら
、
各
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、「
千
屋

牛
」
、「
備
前
焼
」
、「
是
里
ワ
イ
ン
」
な
ど
、

地
域
の
特
産
品

が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
備
前

市
か
ら
は
備
前

焼
小
町
も
参
加

し
、「
備
前
焼
ま

つ
り
」
や
映
画

「
ハ
ル
カ
の
陶
」

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。「
ハ
ル

カ
の
陶
」
に
は

伊
原
木
知
事
も

出
演
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、

知
事
自
ら
も
飛
び
入
り
Ｐ
Ｒ
。
瀬
戸
内

市
か
ら
は
、
国
宝
「
山
鳥
毛
」（
日
本
刀
）

購
入
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
の
呼

び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

観
光
情
報
等
の
Ｐ
Ｒ

　

岡
山
後
楽
園
や
美
作
三
湯
等
の
観
光

情
報
、
岡
山
県
へ
の
移
住
・
定
住
、
結
婚

マ
ッ
チ
ン
グ
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
、

岡
山
県
内
の
美
術
館
の
紹
介
な
ど
、
ス

テ
ー
ジ
や
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
で
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
観

光
Ｐ
Ｒ
で
は
、
お
か
や
ま
観
光
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
が
ス
テ
ー

ジ
に
登
場
し
、

大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

ま
た
今
回
初
め

て
、
備

前
・
備

中
・
美
作
の
３

県
民
局
も
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
地
域
の
特
産
品
な
ど
を
ご

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
引
・
お
土
産

　

今
回
も
各
方
面
か
ら
１
０
０
品
目
を

超
え
る
福
引
景
品
や
お
土
産
を
ご
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
寄
贈
品
や
ご
提

供
い
た
だ
い
た
方
々
に
つ
い
て
は
、
会
場

内
に
掲
示
し
て
ご
披
露
い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
お
待
ち
か
ね
の
お
楽
し
み
福

引
で
は
、
岡
山
県
観
光
連
盟
、
松
野
理
絵

さ
ん
の
司
会
進
行
の
も
と
、
河
合
会
長
に

よ
る
抽
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
抽
選
の
目
玉
は
吉
備
中
央
町

か
ら
提
供
さ
れ
た
、「
吉
備
中
央
町
産
の

お
米
１
俵
」
。

こ
ち
ら
は
、

吉
備
中
央
町

長
自
ら
が
抽

選
さ
れ
、
当

選
者
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。
抽

選
の
た
び
に

大
き
な
歓
声

が
沸
き
上
が
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
中
国
銀
行
、
ト
マ
ト
銀
行
の

方
々
に
は
、
会
場
準
備
や
受
付
な
ど
に
も

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
８
時
過
ぎ
、
参
加
者
全
員
で
「
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
し
た
後
、
新
任
の
延
原

副
会
長
の
か
け
声
に
よ
り
、
恒
例
の
万
歳

三
唱
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
お
土
産
の

入
っ
た
重
い
紙
袋
を
抱
え
て
、
再
会
を
誓

い
合
い
な
が
ら
皆
様
会
場
を
後
に
さ
れ

ま
し
た
。

◆
開
催
案
内

第
64

回
岡
山
県
人
の
集
い

令
和
２
年
10

月
８
日
（
木
）

大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル

近畿おかやま会総会近畿おかやま会総会
令和
2年度

「岡山県人の集い」「岡山県人の集い」第63回「岡山県人の集い」「岡山県人の集い」「岡山県人の集い」「岡山県人の集い」

開催

醍醐桜 ゆりかごの小径 岩井滝津山城 桜
本山寺

菩提寺（大イチョウ） 若杉天然林 とっきりさま勝間田神社琴弾の滝

〒707-8501 岡山県美作市栄町38-2（美作市商工観光課内） Tel 0868-72-6693／Fax 0868-72-8094

美作市
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岡山県　　　知事  伊原木　隆太

岡山県　　　公営企業管理者 佐藤　一雄

岡山県議会　議長  蓮岡　靖之

岡山県議会　副議長 小倉　弘行

岡山県議会産業労働警察委員長 小林　孝一郎

岡山県議会　議員  小林　義明

岡山県議会　議員  笹井　茂智

倉敷市　　　副市長 河田　育康

津山市　　　市長  谷口　圭三

玉野市　　　副市長 山上　誠二

井原市　　　市長  大舌　勲

高梁市　　　市長  近藤　隆則

新見市　　　副市長 大森　利弘

備前市　　　市長  田原　隆雄

瀬戸内市　　副市長 田野　宏

赤磐市　　　市長  友實　武則

真庭市　　　市長  太田　昇

浅口市　　　市長  栗山　康彦

和気町　　　町長  草加　信義

早島町　　　町長  中川　真寿男

里庄町　　　町長  加藤　泰久

矢掛町　　　町長  山野　通彦

鏡野町　　　副町長 有本　昌充

奈義町　　　副町長 森藤　文典

西粟倉村　　村長  青木　秀樹

美咲町　　　町長  青野　高陽

吉備中央町　町長  山本　雅則

和気町　　　町議会議長 安東　哲矢

美咲町　　　町議会議長 松島　啓

テレビせとうち株式会社

 大阪支社長 柳井　一秀

株式会社中国銀行

 専務取締役 原田　育秀

株式会社トマト銀行

 常務取締役 福井　康人

公益社団法人岡山県観光連盟

 専務理事 野﨑　正志

公益財団法人岡山県産業振興財団

 理事長  三宅　昇

協同組合岡山県備前焼陶友会

 備前焼作家 吉本　正

京都岡山県人会 幹事 小林　信之

神戸おかやま会 会長 小野　慶子

   

岡山県 総合政策局長 片山　誠一

岡山県 総務部長 横田　有次

岡山県 県民生活部長 房野　文彦

岡山県 環境文化部長 古南　篤子

岡山県 産業労働部長 小林　健二

岡山県 産業労働部産業戦略監 三浦　智美

岡山県 産業労働部観光課長 浮田　信太郎

岡山県 東京事務所長 槇尾　俊之

岡山県 備前県民局長 渡邊　知美

岡山県 備中県民局長 水田　健一

岡山県 美作県民局長 小寺　紀孝

第63回「岡山県人の集い」ご来賓名簿
（敬称略、順不同につき、ご了承ください。）

ご寄贈品一覧
（敬称略、順不同につき、ご了承ください。）

総会議案（抜粋） 令和2年度(令和元年10月1日～令和2年9月30日)   近畿おかやま会事業計画

１　近畿おかやま会総会及び岡山県人の集いの開催

２　役員会の開催（新年・夏季）

３　機関紙等の発行（1月・6月）

４　メールマガジン「もんげー晴れの国通信」の配信

５　おかやま元気サロンの開催

６　スポーツ関係の激励及び応援

７　レクリエーション活動等に対する助成制度の創設

８　その他　会員増加に向けた取組など

収支決算・収支予算

決算（H30.10.1～R1.9.30）

［収入の部］ （単位:円）

科　　目

会 費

広 告 料

雑 収 入

繰 越 金

合 　 計

予算額(a) 収入額(b) 増減(a)-(b) 備　　考

1,572,000

1,250,000

4,902

1,873,098

4,700,000

1,558,000

1,185,000

616,009

1,873,098

5,232,107

14,000

65,000

△ 611,107

0

△ 532,107

預金利息・役員会参加費

［支出の部］

令和2年度への繰越額　2,087,390円

（単位:円）

科　　目

会 議 費

事 業 費

事 務 費

雑 　 費

予 備 費

合 　 計

予算額(a) 支出額(b) 増減(a)-(b) 備　　考

900,000

2,555,000

400,000

50,000

795,000

4,700,000

708,284

2,155,079

267,754

13,600

0

3,144,717

191,716

399,921

132,246

36,400

795,000

1,555,283

役員会

機関紙発行等

予算（R1.10.1～R2.9.30）

［収入の部］ （単位:円）

科　　目

会 費

広 告 料

雑 収 入

繰 越 金

合 　 計

予算額(a) 予算額(b) 比較増減(a)－(b) 備　　考

1,483,000

750,000

29,610

2,087,390

4,350,000

1,572,000

1,250,000

4,902

1,873,098

4,700,000

△ 89,000

△ 500,000

24,708

214,292

△ 350,000

預金利息・役員会参加費

［支出の部］ （単位:円）

科　　目

会 議 費

事 業 費

事 務 費

雑 　 費

予 備 費

合 　 計

予算額(a) 予算額(b) 比較増減(a)－(b) 備　　考

900,000

2,205,000

400,000

50,000

795,000

4,350,000

900,000

2,555,000

400,000

50,000

795,000

4,700,000

0

△ 350,000

0

0

0

△ 350,000

役員会

機関紙発行等

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

次の品物をご寄贈いただいております。 数多くのご寄贈をいただき、誠にありがとうございました。

福引賞品、食材、お土産として活用させていただいております。

株式会社大手饅頭伊部屋 小粋なもなか「もなみ」

公益財団法人大原美術館

 マルシェバッグ、2020用卓上カレンダー、大原美術館ペア入館券

公益社団法人岡山県産業貿易振興協会（晴れの国おかやま館） 備前焼三角徳利

公益社団法人岡山県観光連盟 倉敷帆布ポーチ

協同組合岡山県備前焼陶友会 備前焼徳利

岡山備中流いっぴん特産館 備中地域の６次化商品

小倉産業株式会社 えびめしのたれ

梶谷食品株式会社 シガーフライ

かも川手延素麺株式会社 かも川手延べうどん

キミセ醤油株式会社 五穀まろやか酢

倉敷紡績株式会社 オニオングラタンスープ、クラボウ布巾

クラレテクノ株式会社 カウンタークロス、高梨沙羅ちゃんものさし

有限会社河野酢味噌製造工場 糀味ドレッシング（瀬戸内レモン、完熟ゆず）

株式会社阪本漢法製薬 マムシグロン

株式会社サンヨープレジャー 

 おもちゃ王国親子招待券＋のりもの券、トマトジュース

ＪＡあしん 千屋牛ロースすき焼き用

株式会社下電ホテル 下電ホテルペア宿泊券

全国農業協同組合連合会岡山県本部 マスカット、ニューピオーネ、岡山県産米

大和ハウス工業株式会社 ダイワロイヤル・グルメギフト券

鷹取醤油株式会社 やみつきもやしのたれ、オリーブと玉ねぎのドレッシング

株式会社中国銀行大阪支店 フェイスタオル

株式会社テェルウィンコーポレーション ウェスティンホテル大阪 ペア宿泊券

株式会社天満屋ホテルズアンドリゾーツ 

 ホテルリマーニ・せとうち児島ホテル共通 ペア宿泊券

利守酒造株式会社 清酒、こも樽

株式会社トマト銀行大阪支店 フェイスタオル

ハナマルキ株式会社(アドオフィスコモリ） 減塩からだに嬉しいしじみ汁

株式会社阪急阪神ホテルズ グルメバイキング「オリンピア」 ペア食事券

ひるぜんワイン有限会社 蒜山ワイン（シャルドネ）

株式会社マンダム 化粧用品一式

みのる産業株式会社 みのるスチーム餅つき機（３合タイプ）

株式会社三好野本店 重箱入り特製祭ずし

株式会社メルヘン・プラザ サルナシジャム

株式会社桃谷順天館 化粧用品一式

湯郷温泉旅館協同組合 湯郷温泉 ペア宿泊券

湯原町旅館協同組合 湯原温泉郷利用券

ルポンドシエル株式会社 ルポンドシエル ペアランチチケット

岡山県 地酒、おかやま和牛肉、おかやまピーチポーク、

 おかやま有機無農薬野菜、岡山県産米、ままかり酢漬け開き、

 ままかり姿焼き、焼きあなご、大手まんぢゅう

岡山市 岡山三大果物ゼリー

倉敷市 マスカットワイン

津山市 横野和紙はがき＆作州絣コースター

玉野市 邦美丸の海苔（塩海苔、味海苔、焼き海苔）

笠岡市 北木石コースター

井原市 井原デニムインディゴクッキー、井原デニム素麺

総社市 そうじゃ小学校ライスカレー

高梁市 純米吟醸「雲中の飛竜　方谷」

新見市 三光ひのくち

備前市 備前焼　ぐい呑み

瀬戸内市 小刀

赤磐市 是里ワイン

真庭市 大正の鶴（純米吟醸・純米ひやおろし・RAISING60）

美作市 美作特産品詰め合わせ

浅口市 まちやれもん、あさくちさんぽ

和気町 すももワインとジャムのセット

早島町 い草スリッパ

里庄町 岡山県産白桃カステラ

矢掛町 フルーツジャム

新庄村 行列あられ

鏡野町 ひらめ甘露煮、ひらめ塩焼き、辛美人08唐辛子ドレッシング、

 かがみの田舎カレー、山ウドの煮付け、梅干し、

 フルーツトマトジュース、鹿肉の大和煮、鹿肉のす梅みそ煮、

 はちみつしょうがあめ

勝央町 黒々茶、おかやま黒豆いりまめ

奈義町 フルーツコラーゲンゼリー

西粟倉村 携帯スタンド、PENSTAND、ヒトテマキットディナースプーン、

 ヒトテマキット ディナーフォーク、あわくら箸50膳パック、しおり

久米南町 GOZENSHU9(NINE)　ゆず酒

美咲町 梨の詰め合わせ

吉備中央町 吉備中央町産コシヒカリ

ANAクラウンプラザホテル大阪

 ANAクラウンプラザホテル大阪 ペア宿泊券、ペア食事券

荒川化学工業株式会社 バスタオル

井原鉄道株式会社 井原線乗り放題切符「スーパーホリデーパス」

株式会社エイチケイ商会 「結の香」ホワイトセラム美容液

大阪支社 〒530-0003 

 大阪市北区堂島1-5-17

 堂島グランドビル5階

 電 話（06）6344-5733

 FAX（06）6344-5734

本　　社 〒700-8634

 岡山市北区柳町2-1-1

地域とともに

山陽新聞社

（4）



お　か　や　ま（5） 令和2年1月1日

津
山
市
で
創
業
し
た
キ
ッ
カ
ケ
。

　

約
10
年
前
に
岡
山
県
津
山
市
に
Ｕ

タ
ー
ン
で
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
市
内
の

Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
を
し
ま
し
た
。
自
社

開
発
の
シ
ス
テ
ム
製
品
を
企
業
向
け

に
提
供
す
る
新
規
開
拓
営
業
担
当
と

し
て
、
地
域
企
業
の
経
営
者
に
会
い
に

行
く
の
が
仕
事
で
し
た
。
営
業
を
通

し
て
３
年
間
で
６
０
０
人
の
経
営
者

に
お
会
い
し
ま
し
た
。
日
々
、
地
方
経

営
者
の
悩
み
事
を
聞
い
て
い
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
伺
い
ま
し
た
。
売
上

に
つ
い
て
の
悩
み
、
資
金
に
つ
い
て
の

悩
み
・
・
・
そ
の
中
で
も
、
共
通
し
て
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
”
人
“
の
悩
み

で
す
。「
よ
い
人
が
い
な
い
」

　

私
の
同
級
生
の
多
く
は
、
私
と
同
様
に
、
進
学
で
地
域
外
（
主
に
都
市

部
）
に
出
て
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　

地
元
の
同
窓
会
で
の
同
級
生
か
ら
出
た
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。「
岡
山
県
北
に
は
、
仕
事
が
な
い
。
」

　

私
は
、
営
業
活
動
を
通
し
て
、
魅
力
的
な
経
営
者
や
、
魅
力
的
な
風
土

の
企
業
、
素
晴
ら
し
い
製
品
を
つ
く
っ
て
い
る
企
業
を
た
く
さ
ん
目
に
し

て
い
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
故
郷
で
あ
る
岡
山
県
北
地
域
に
は
「
良

い
仕
事
が
な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
自
体
に
悔
し
さ
に
似
た
感
情
を
感

じ
、
地
域
の
魅
力
的
な
企
業
や
、
経
営
者
を
見
え
る
化
し
よ
う
と
思
い
、

地
域
企
業
の
魅
力
発
信
を

業
務
と
す
る
レ
プ
タ
イ
ル
株

式
会
社
を
２
０
１
３
年
４

月
に
創
業
し
ま
し
た
。

地
域
に
あ
っ
た
ら
良
い
と
考
え
る

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
リ
リ
ー
ス
。

　

２
０
１
３
年
の
創
業
か
ら
、
地
域
企
業
の
魅
力
発
信
を
支
援
し
な
が

ら
、
地
域
に
あ
っ
た
ら
良
い
と
考
え
る
新
た
な
事
業
を
立
ち
上
げ
て
運
営

し
て
き
ま
し
た
。
１
年
に
１
事
業
、
新
た
な
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い
く
こ

と
を
目
標
に
、
毎
年
新
た
な
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
地
域
応
援
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「FA

A
V

O

岡
山
」
、
岡
山
県
北
の
求
人
メ
デ
ィ
ア

「
い
ー
な
か
え
ー
る
」
、
津
山
ま
ち
な
か
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
「
ア
ー
ト
イ
ン
ク
津

山
」
、
こ
ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
「TTT

」
。
岡
山
県
北
の
創
業
ス
ク
ー

ル
「H

o
m

in
g

」
な
ど
の
情
報
発
信
を
軸
に

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
事
業
を
立
ち
上
げ

て
い
ま
す
。

岡
山
県
北
部
最
大
規
模
の

創
業
ス
ク
ー
ルH

o
m

in
g

 

　

２
０
１
８
年
か
ら
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

や
す
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
岡
山
県
北
で
創
業
ス
ク
ー
ル

「H
o

m
in

g

」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
将
来
、

地
元
に
戻
る
こ
と
が
選
択
肢
の
一
つ
に
な

る
た
め
に
は
、
面
白
い
仕
事
が
地
域
に
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
５
年
間

で
１
０
０
社
の
創
業
や
新
事
業
を
目
標

と
し
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

「H
o

m
in

g

」
と
は
、
お
い
し
い
蜜
を
見
つ

け
た
ミ
ツ
バ
チ
が
ま
っ
す
ぐ
巣
に
も
ど
る

『
帰
巣
性
』
を
意
味
し
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
は
、

見
つ
け
た
蜜
を
巣
に
持
ち
帰
る
だ
け
で
な

く
、
蜜
の
あ
り
か
を
仲
間
に
知
ら
せ
ま
す
。

創
業
ス
ク
ー
ル
「H

o
m

in
g

」
は
、
お
い
し
い

蜜
を
見
つ
け
た
ミ
ツ
バ
チ
の
よ
う
に
、
都

会
で
な
に
か
を
得
た
ひ
と
が
、
ふ
る
さ
と

へ
戻
り
、
そ
の
能
力
を
活
か
し
て
地
域
で

活
躍
す
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「H

o
m

in
g

」
に

は
『
目
的
地
に
向
か
わ
せ
る
』
と

い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

創
業
を
目
指
す
ひ
と
た
ち
が
、

ま
っ
す
ぐ
目
的
地
に
向
か
え
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
、
困
っ
た
と
き
に

は
戻
っ
て
来
て
相
談
が
で
き
る
場

所
を
つ
く
る
と
こ
ろ
ま
で
を
、
創

業
ス
ク
ー
ル
「H

o
m

in
g

」
の
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
か

ら
はH

o
m

in
g

創
業
ス
ク
ー
ル
と

合
わ
せ
て
、Ho

m
in

g

ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
し

て
い
ま
す
。
地
域
で
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
賞
賛
さ
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

応
援
す
る
機
運
を
地
域
内
で
高

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

津
山
信
用
金
庫
の
中
央
支
店
跡
地
を
利
用
し
た

3
rd

プ
レ
イ
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２
０
１
９
月
12
月
16
日
に
、
”
津
山
を
楽
し
む3

rd

プ
レ
イ
ス
“
と
し

て
、
津
山
市
二
階
町
に
３
階
建
の
「IN

N
-SEC

T

」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

１
Ｆ
が
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
、
カ
フ
ェ
、
２
Ｆ
が
宿
泊
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
３
Ｆ
は

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
、
津
山
信
用
金
庫
ビ
ル
（
３
階
建
）
が
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　

「IN
N

-S
E

C
T

（
イ
ン
セ
ク
ト
）
」
と
い
う
名
前
の
由
来
は
、
直
訳
す
る

と
「
昆
虫
（IN

S
E

C
T

）
」
で
す
。
宿
泊
を
あ
ら
わ
す
”IN

N

“
と
、
３
つ
の

”SEC
TIO

N

“
（
昆
虫
で
い
う
頭
・
胴
・
腹
）
か
ら
な
る
こ
の
施
設
を
あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
。
津
山
の
マ
チ
ナ
カ
で
、
人
が
繋
が
り
、
価
値
が
生
ま
れ
、
立

ち
帰
れ
る
場
所
と
し
て
運
営
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

1982年岡山県鏡野町生まれ。37歳。

津山高校を卒業後、法政大学在学中よりタリーズ

コーヒージャパン創業者の松田公太氏にあこが

れタリーズコーヒーでアルバイトをはじめる。大

学卒業後、タリーズコーヒージャパン株式会社に

新卒入社。その後ベンチャー企業を経て岡山県津

山市にUターン。2013 年に故郷である岡山県北部

にレプタイル株式会社を創業。企業や地域の広

報・PR、デザイン等を支援。地域応援クラウドファ

ンディング「FAAVO岡山」、岡山県北ではたらく、くらすメディア「いーなかえー

る」、UIターン創業拠点「アートインク津山」、こどもプログラミング教室「TTT」、

創業スクール「Homing」など、地域に向けた様々な事業を展開している。

著書に『地方に「かえ~る人」―自分スタイルではたらく、暮らす―」』（吉備人

出版）等。

1F コワーキング、カフェ

岡山県発 元気企業
岡山県内で生まれチャレンジし続ける元気な企業をご

紹介する「岡山県発元気企業」第１弾として、津山市で

地域企業の魅力発信など地域に根差した活動をされ

ている「レプタイル株式会社」をご紹介します。

レプタイル株式会社
故郷である鏡野町の風景

津山市田町の本社前にて。現在7期目、主にUIターンのスタッフ。
正社員16名、アルバイト含めると40名。

2013年～

2017年に岡山県内

全8信用金庫と連携

協定。

2014年～

岡山県北はたらく。くらす。

メディア2015年、2017年に

書籍出版。

2015年～

まちなか創業、

インキュベーション。

津山市と共同運営。

2016年～

2016年11月 サイボウズと連携

2017年10月 津山市連携校

2018年  4月 岡山問屋町校（3校目）

2017年～

岡山県全域のメディア。

LOCALな魅力、ツーリズムなど

特産品販売など

2018年～

津山信用金庫、つやま産業支援

センターと連携し、創業スクールを

開校。5年で100社創業を目指す。

創業スクールHoming ウェブサイト  https://homing-tsuyama.jp/

この地域でもっと楽しく！

津山を楽しむ3rdプレイス「インセクト」OPEN

https://faavo.jp/okayama/project/4112

Homing創業スクールの様子

プロフィール

丸尾 宜史（レプタイル株式会社 代表取締役）

津山市の商店街ソシオ一番街に隣接す
る旧津山信用金庫ビル。
津山を楽しむサードプレイス（家でも職
場、学校でもない第３の居場所）として生
まれ変わりました。

（岡山県津山市二階町）

2F 宿泊ゲストハウス

3F シェアオフィス

　京都岡山県人会は昭和37年の設立以来、会員相互の親睦を図り故郷岡山との連絡を密にする活動を続

けていますが、自慢できる活動に「三日会」があります。会員が講師となり話題提供をした後、簡単な食事と歓

談をするもので、年に９回開催しています。医学、経営、哲学、絵画、詩歌といったものから旅行、家庭菜園、健

康法、自分史…実に幅広い話題が提供されます。会員外の講師として県の市町村長を迎えて故郷の現況を

お話しいただく事もあります。昨年は岡山から大原あかね氏（大原美術館理事長）、難波正義氏（岡山大学名

誉教授）を講師に迎え貴重なお話をして頂きました。

　また、京都ならではの活動が駅伝の応援でしょう。中でも

全国女子駅伝は、各県人会がスタジアムに陣取り、のぼり旗

を立てて大いに盛り上がります。試合後には選手団を招待し

て新年会・慰労会を持つのですが、岡山県人会は祝勝会に

切り替わることが幾度もあり、嬉しい限りです。

　岡山ファンの方であれば大歓迎ですので気軽にお声がけ

ください。

京都岡山県人会より
　昭和51年に発足。平成の初めには会員450余名を数えましたが、阪

神淡路大震災後に激減。近年も高齢化による退会やご逝去で減少傾向

にあり、何とか100名前後を保っている現状です。

　毎年10月に総会・懇親交流会を持ち、春・秋年2回のゴルフコンペや

歩こう会などで、会員の健康つくりや交流に努めています。また、年に1回、

岡山県への日帰りバス旅行をしています。知っているようで知らない故郷

の各地を訪ね、岡山県への理解を深めています。本年度は備北地区と被

災地真備町応援の旅をしました。その他B級グルメの祭典「B-1グランプ

リ」などイベントへの協賛や、「山田方谷を大河ドラマに」の署名活動など

にも協力しています。

　小世帯ではありますが、「望郷愛の結集開花こそ地域社会の活力に貢

献する会となる原点である……（略）」という創立宣言の下に、今後も活

動を継続してまいります。

神戸おかやま会より京都岡山県人会 事務局長　高木伸人 神戸おかやま会 会長　小野慶子
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観光だけじゃない！

岡山ならではの体験情報も！

※「碁楽会」囲碁大会は中止

桃 球 会桃 球 会 ゴルフコンペ
第73回 令和元年６月１３日（木） 関西クラシックゴルフ倶楽部

　今回で20年目、39回目の大会参加となります。当日は絶好のゴルフ日和にも恵まれ、

ご同伴の三宅さん、福島さんと和気あいあいと楽しくプレーさせていただいた結果、過

去41回、57回大会に次ぐ３度目の嬉しい優勝となりました。毎回、同郷の方々にお会い

できることを楽しみに参加させていただいています。

　今後も、近畿おかやま会のゴルフコンペでお会いできることを楽しみにしています。

優勝者コメント　［松本 瀧光］

●優　勝

　松本　瀧光（岡山市）（グロス80 ネット69）

●準優勝

　津田　耕一（倉敷市）（グロス97 ネット76）

●第３位

　福島　三雄（美作市）（グロス107 ネット77）

●ベストグロス

　松本　瀧光（岡山市）（グロス80）

〒542-0081 

大阪市中央区南船場 2-3-2 

06-7711-9090 

大阪支店 

大阪支店

神戸支店

西宮支店

大阪市中央区平野町3丁目6-1
あいおいニッセイ同和損保
御堂筋ビル2階
☎（０６）６227－5505

神戸市中央区栄町通２丁目６-１
☎（０７８）３２１－２２１１

西宮市和上町5-10
明治安田生命西宮ビル2階
☎（0798）22-8750

当行では各種の情報提供をしておりますので、
お気軽にお問い合わせください。

［本　 社］

〒107-8514 東京都港区南青山5丁目9番15号青山OHMOTOビル

TEL 03-6752-7007

［本　 店］

岡山市北区内山下1丁目1番13号

TEL 086-225-5131

［大阪支店］

大阪市北区南森町2丁目4番4号

TEL 06-6312-8011

　12月22日、師走の都大路に今年も高校生が集いタスキをつなぐ、

全国高等学校駅伝競走大会が開催されました。

　女子は、前年8位の「興譲館高校（21年連続21回目）」が出場。男

子は前年見事に2度目の優勝を飾った全国最多連続出場の「倉敷高校（42年連続42回目）」と、中国地

区代表として念願の初出場を果たした「水島工業高校」の2校が出場。

　都大路を颯爽と駆け抜ける郷土の若人の姿に、近畿おかやま会、京都県人会、地元岡山の方々が、西

京極陸上競技場や沿道から熱い声援で、力走を後押ししました。

　10時20分、号砲とともに女子がスタート。「興譲館高校」は、先頭で競技場を飛び出すなど序盤から表

彰台争いを繰り広げ、一度は離されかけた1人をアンカーの落合選手が抜き、3位と17秒差の4位でゴー

ル。堂々の3年連続の入賞（1時間8分41秒）となりました。

　続いて12時30分、男子がスタート。1区から好位置に付けた「倉敷高校」は、3区でキプラガット選手

が4人抜きの快走で首位に浮上し、6区までトップを

キープ。最終区では、「仙台育英高校」と手に汗にぎる

デッドヒートを繰り広げ、トラック勝負までもつれ込みま

したが、ラスト200ｍで振り切られ、惜しくも3秒差で準

優勝（2時間1分35秒）。「水島工業高校」は、2区で14位

まで順位を上げるなど、憧れの大舞台でチームベストを

3分近く更新する大健闘の走りを見せ、33位（2時間7分1

秒）でゴールしました。

　肌寒い天気の中、県の代表として一生懸命走り抜く選

手達から、元気と熱い感動をいただきました。

　12月22日、師走の都大路に今年も高校生が集いタスキをつなぐ、

全国高校駅伝 応援！
　「令和最初」となる第101回全国高等学校野球選手権大会が、8月

6日に開幕しました。岡山県代表は、4年ぶり2度目の出場を果たし

た岡山学芸館高校。

　初戦は大会5日目。8月10日（土）に、過去6度の優勝を誇る広島商業高校（広島県）との隣県対決。

　開始早々、アクシデントが岡山学芸館高校を襲います。

　1回表、岡山学芸館高校の先発・丹羽投手の顔面に打球が直撃。丹羽投手はそのままマウンドに倒

れこみ、担架で運ばれ途中交代します。

　その後、試合は6回を終え、2対4と劣勢のまま進みます。

　一方、救急車で病院に運ばれた丹羽投手。検査の結果、左顔面骨骨折と診断されましたが、球場に戻

り、7回からベンチに入ります。

　すると8回、それまで劣勢であったチームは、4安打を集中し、鮮やかに逆転。

　そのまま逃げ切り、全員野球で甲子園初勝利をつかみました。

　スタンドからは、岡山学芸館高校の生徒、保護者やOBなどの学校関係者に加えて、近畿おかやま会

の有志も大声援を送りました。試合終了後、満員のアルプススタンド応援団と共に、校歌を甲子園に響

き渡らせることができました。

　続く3回戦は、大会10日目。8月16日（金）に、9年連続出場の作新学院高校（栃木県）と対戦しました。

　岡山学芸館高校は、初戦で顔面に打球を受けて降板した丹羽投手が先発しましたが、3回までに5失

点。4回から救援した中川投手も2回1/3で5失点と勢いを止められず、8回には打者13人の猛攻で一挙8

点を失いました。打線は、8回2死まで無安打。全国ベスト8を前に0対18と悔しい大敗となりました。

　試合後に、あいさつに来た選手たちの健闘を称え、スタンドからはいつまでも温かく惜しみない拍

手とエールが送られました。

　「令和最初」となる第101回全国高等学校野球選手権大会が、8月

甲子園 応援！
　11月10日に行われた『2019-20 V.LEAGUE DIVISION1 WOMEN 神戸大会』、岡山シーガルズがヴィク

トリーナ姫路との対戦を前に最後の調整を行っている頃、私たち「近畿おかやま会」の有志メンバー

は、会場となる神戸総合運動公園体育館（神戸市）にやってきました。

　今年20周年を迎えた岡山シーガルズは、Ｖリーグの中でも数少ない市民クラブチームとして、年間

約200回を超えるバレーボール教室や地域イベント等にも積極的に参加するなど、地域密着型の活動

を重ねながら郷土おかやまで愛されています。

　そんな岡山シーガルズが、アウェーの地、しかも関西で戦うと聞いて居ても立っても居られないバ

レー愛の強いメンバー達が、近畿おかやま会の代表として、早速ユニホームを模したシャツを着て応

援のため着席。応援席は既にシーガルズファンたちの熱気に包まれており、一体となった応援コール

の練習にメンバー達の気分も徐々に高まっていきます。

　いよいよ待ちに待った試合開始です。シーガルズがポイントを取るたびに練習の成果（一体となった

応援コール）を発揮します。なお、この日の試合展開は、シーガルズの多彩な攻めが奏功し、危なげなく

2セットを連取。この頃にはメンバーの応援もすっかり堂に

入ったものとなってきました。第3セットでは一時リードを許

しつつも、そこはさすがのシーガルズです。華麗なプレイの

連続で一気に逆転。スピーディーかつ緊迫した試合展開に、

気が付けば結果はセットカウント3対0の見事な勝利！

　大満足な結果にメンバーは祝杯を上げ、時の経つのも忘

れ試合を振り返っていました。これからも近畿おかやま会で

は、シーガルズを始めとした郷土おかやまのスポーツチーム

を応援していこう！そう決意した神戸の夜でした。

神戸で戦うシーガルズを熱烈応援！

近畿おかやま会レクリエーション活動助成制度について近畿おかやま会レクリエーション活動助成制度について近畿おかやま会レクリエーション活動助成制度について

　近畿おかやま会では、会員同士の親睦を深め、より一層の交流を広げることを目的として、

「近畿おかやま会レクリエーション活動助成」を始めました。

　会員の皆様でレクリエーション活動をする際には是非ご利用ください。

申請書類や条件等の詳細につきましては、気軽に事務局までお問い合わせください。

助成要件 ◉近畿地区内で実施されるレクリエーション活動。

◉各種スポーツ・文化教養・その他レクリエーションで、次の要件を備えているもの。

　・会員の誰もが気軽に参加することができるもの。

　・参加者同士の親睦を深めることができるもの。

　・会員が１０人以上参加しているもの。

助成金額 ◉１,０００円に当該レクリエーション活動に参加した会員の数を乗じた金額。
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機関紙「おかやま」新年号を発行

　河合会長や伊原木知事の新年挨拶や１年の活動実績、

事業計画、観光情報などを掲載しました。

全国女子駅伝　岡山県チームを激励・応援

　新春の都大路を駆け抜ける「第37回全国都道府県対抗

女子駅伝競走大会」岡山県チームを大会前に激励し、当日

は京都岡山県人会の皆様と一緒に「西京極陸上競技場」へ

駆けつけました。若いチームは堂々10位でゴール。

新年役員会を開催

　平成31年度の新

年役員会を「大阪倶

楽部」で開催しまし

た。新たに役員就任

をご了承くださった

方々にもご参加い

ただき、活動状況の

報告などが行われ、懇親会では、参加者一同、近況報告や

ふるさとの話など大いに懇親を深めました。

岡山県大阪事務所移転

　事務局である岡山県大阪事務所が、今橋の洪庵日生ビ

ル2階に移転しました。

第16回おかやま元気サロンを開催

　16回目の今回は、大原美術館名誉館長の大原謙一郎氏

をお迎えして、「文化

は万能ではないが

無力でもない」とい

うテーマでご講演を

いただきました。懇

親会では和やかで

温かい雰囲気の中、

親睦を深めました。

「桃球会」ゴルフコンペを開催

　兵庫県三木市の「関西クラシックゴルフ倶楽部」で開催

しました。

機関紙「おかやま」6月号を発行

　岡山空港開港30周年や瀬戸大橋開通30周年など、郷土

岡山の近況やマスカットの初セリなどを掲載しました。

夏季役員会を開催

　平成31年度夏季役員会が「大阪倶楽部」で開催されまし

た。河合会長のあいさつに続き、総会に諮る会の収支状況

や来年度事業の予算案、役員案、県人の集いの計画案など

が審議されました。

　また懇親会では、小林副会長による乾杯の発声の後、に

ぎやかに懇親を深めました。

夏の高校野球

「岡山学芸館高校」を激励・応援

　郷土岡山県の代表として「岡山学芸館高校」が甲子園に

登場。初戦となる2回戦は、先発投手が顔面に打球を受け

降板するアクシデントを乗り越え見事甲子園初勝利を挙

げ、3回戦進出を果たしました。

令和2年度総会・第63回岡山県人の集いを開催

　「大阪新阪急ホテル」で開催されました。詳細は、本編の

3～4頁をご覧ください。

「岡山シーガルズ」をアウェイゲームで応援

　兵庫県神戸市で開催された、Vプレミアリーグ「岡山シー

ガルズ」のアウェイ戦の応援を行いました。

　試合は、シーガルズがヴィクトリーナ姫路を3-0で下しま

した。

全国高校駅伝

岡山県チームを激励・応援

　師走の都大路を駆け抜ける「男子第70回、女子第31回

全国高校駅伝競走大会」に出場した「倉敷（男子）」「水島工

業（男子）」「興譲館（女子）」の応援に、京都市の西京極陸

上競技場へ駆けつけました。倉敷（男子）は準優勝、水島工

業（男子）は第33位、興譲館（女子）は第4位でゴール。

全国高校ラグビー「玉島高校」を激励・応援

　「第99回全国高等学校ラグビーフットボール大会」が東

大阪市「花園ラグビー場」で開催され、岡山県の代表校「玉

島高校」を応援しました。県立浦和高校（埼玉）に0-5で惜し

くも敗れましたが、高校生らしい爽やかなプレーを見せて

くれました。

近畿おかやま会2019近畿おかやま会2019
近畿おかやま会の目的である、会員相互の連絡と懇親を図り、さらに郷土の繁栄に寄与するため、昨年も各種行事が実施されました。

本年も、多くの皆様にご参加いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
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歌人、与謝野晶子が「奇に満ちた洞」と詠んだことから、満奇洞と

いわれるようになりました。

自然の造形美と色彩豊かなLED照明が生み出す幻想的な世界を

体験してください！

歌人、与謝野晶子が「奇に満ちた洞」と詠んだことから、満奇洞と

いわれるようになりました。

自然の造形美と色彩豊かなLED照明が生み出す幻想的な世界を

体験してください！

岡山県指定天然記念物

満奇洞

満奇洞管理事務所
岡山県新見市豊永赤馬2276-2

TEL.0867-74-3100

洞内をリアルに
体験できる

VR公開中！

満奇洞「恋人の泉」

高校生以上 1,000円
中学生 800円
小学生 500円
小学生未満 無　料

〈営業時間〉8：30～17：00（受付16：30まで）

【入洞料】

ま
き
ど
う新見市

3～4頁をご覧ください。

岡山県指定天然記念物

満奇洞新見市新見市

湯原町旅館協同組合湯原町旅館協同組合

親睦を深めました。 3～4頁をご覧ください。

TEL 0867-62-3024



お　か　や　ま （8）令和2年1月1日

　毎回、岡山県にゆかりのある講師をお招き

し、様々なお話を伺いながら、楽しく懇親を深

めている「おかやま元気サロン」ですが、今回

は、「マジックショー」。

　岡山県笠岡市出身、金光学園卒業後21歳

でプロマジシャンになられ、2019年のジャパン

カップで日本一に輝いた「ＭａｇｉｃｉａnＡｋｉｏ」を

お招きして開催することにいたしました。

　ショーの後には、美味しいお食事やお酒な

どを召し上がっていただきながら、交流を深め

ていただければと思います。

　皆様のご参加をお待ちしています。

第17回おかやま元気サロン開催決定近畿おかやま会

会員募集！会員募集！会員募集！会員募集！

近畿おかやま会では会員を募集しています。

事務局では、会をさらに魅力あるものにするために、様々な企画や旬の情報を随時発信してい

きます。そのために岡山にゆかりのある多くの方にご入会いただき、ともに盛り上げていきたい

と思っております。

皆様のお近くに、岡山ゆかりの方はおられませんか。ぜひご紹介ください！
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日　時／令和２年３月３日（火）

１８：００～

場　所／グランヴィア大阪 ２０階 名庭の間

大阪市北区梅田３丁目１番１号

会　費／６，０００円（お食事込み）※会員外の方は６，５００円
※申込み方法等、詳しくは同封の案内をご覧ください。

今回のテーマ

MAGIC NIGHT
～全日本制覇までの道、そして世界へ！～～全日本制覇までの道、そして世界へ！～

講師 ： Ｍａｇｉｃｉａｎ Ａｋｉｏ

新入会員紹介

（敬称略）

岡本　裕介（岡山市）

小川　博明（寝屋川市）

小川真美也（岡山市）

尾久土　治（西粟倉村）

香田　昌司（倉敷市）

小嶋　浩三（枚方市）

白神　宏之（倉敷市）

土江　紫文（奈義町）

中尾　友紀（岡山市）

中村　　猛（大阪市）

難波　啓祐（津山市）

畑野　吉雄（亀岡市）

東　　修三

藤内　大介（香川県さぬき市）
事務局★岡山県大阪事務所  大阪市中央区今橋３丁目２-２０ 洪庵日生ビル２F

Tel. 06-6131-6390   Fax. 06-6131-4890　　  osaka@pref.okayama.lg.jp

　　
　「近畿おかやま会」は、みなさまの会費等により運営してお

ります。会計年度は10月１日から９月30日です。昨年10月に

令和2年度の会費振込用紙をお送りしておりますが、まだ振

り込まれていない方は、早めの納入をお願いいたします。

　もし、届いていない場合や振込用紙等を紛失された場合

には、事務局までご連絡ください。

頑張れ！ ファジアーノ岡山
　2019シーズンは、有馬賢二監督を迎えてスタートいたしました。今シーズンはJ2昇格以降クラブ

史上初の4連勝、最多勝利数、そして勝点は最多タイの実績を上げることとなりましたが、最終順位

は9位となり、J1昇格は叶いませんでした。今シーズンの悔しさを胸に、来シーズンも全力で戦って

まいります。

　また、クラブとして目標としている平均入場者数

1万人は、2019シーズンも達成することはできま

せんでしたが、10月27日栃木SC戦でJ2昇格以降

の累計入場者数が、岡山県総人口の189万1914

人（2019年9月1日現在）に達する結果となりまし

た。2020年も、そしてこれからも「子どもたちに夢

を！」のクラブ理念のもと、岡山から愛され、誇りと

なる存在になれるよう活動してまいります。

　今後とも変わらぬご支援、ご声援を賜りますよ

うお願い申し上げます。

頑張れ！ 岡山シーガルズ
　近畿おかやま会の皆様、新年あけましておめでとうございます。昨年は2019-20 V.LEAGUE 

DIVISION1 WOMEN神戸大会をご観戦頂くなど格別のご高配を賜り誠にありがとうございました。

　2019年は、長年キャプテンとしてチームを牽引してきた山口舞が引退し、会社も「岡山シーガル

ズ株式会社」と社名を改め、チームとしても会社としても新たなスタートを切った年となりました。ま

た、クラブチームとして活動を開始以来20年を迎え、日頃支えて下さっている皆様への感謝の気持

ちを深く実感した年にもなりました。

　昨年はワールドカップに出場した宮下遥をはじめ、

及川真夢（ユニバーシアード）、西村弥菜美（Ｕ-20、ア

ジア選手権）も日本代表選手として活躍をみせ、チーム

も初の海外遠征でタイ王国へ赴き、個・チームとして更

に経験を重ねて参りました。

　引き続きチームのポリシーである『発展と調和』を大

切に、皆様に元気や勇気をお届けできるよう邁進致し

ます。本年も何卒宜しくお願い申し上げます。

岡山県が誇るトップクラブチームを応援しています！！

応募いただいた方の中から、抽選で12名（各チーム3名）
に岡山県が誇るトップクラブチームのサイン入り色紙を
プレゼント！

頑張れ！ トライフープ岡山
　トライフープ岡山は、2019年よりプロバスケットボールリーグのB.LEAGUE（ビーリーグ）に新規

参入し、今シーズンは下部リーグ・B3（ビースリー）の試合に挑んでおります。5人制のバスケット

ボールリーグでは、9月中旬～5月末までを1シーズンとして、ホーム&アウェーにて全60試合を開催

しております。現在シーズンはちょうど折り返し地点となり、トライフープ岡山は勝率5割以上をキー

プしています。来季B2リーグ昇格を目指し、首位奪取への挑戦、そして平均700名前後で推移してい

る来場者数を1,000名以上の集客増へと成長させるべ

く、子供たちへのバスケットボール教室をはじめとした

地域の皆様との様々な取り組みに尽力しております。

　アリーナ競技だからこそ出来る新たなエンターテイ

ンメントやスポーツ文化を岡山に創造し、心震わせる

興奮や感動のご提供。そして携わる人々の生活をより豊

かで実りあるものへと。ぜひ一度会場に足を運んでみ

てください。ご支援、ご声援を賜りますよう、お願い申し

上げます。

頑張れ！ 岡山リベッツ
　岡山リベッツは2018年に開幕した卓球Tリーグに参入する岡山県を拠点とした卓球チームです。

チーム名は岡山特産のデニムのリベット（鋲）に由来しており、「卓球と岡山をつなげたい」「卓球で

岡山に注目を集めたい」という思いが込められています。

　Tリーグ初年度はレギュラーシーズンを2位で終え、プレーオフファイナルへ進出しましたが、残念

ながら初代王者の座は勝ち取ることはできませんでした。2年目のシーズンもスポンサー様やファ

ンの方々をはじめとする岡山県のみなさまに支えられながら、2月のレギュラーシーズン終了まで

チーム一丸となって邁進してまいります。

　卓球を観て楽しんでいただくとともに、卓球を実際にプ

レーする楽しみも知ってもらうため、岡山リベッツでは卓

球スポットでの卓球教室をはじめ、各種イベント等での卓

球体験等も積極的に行っております。「卓球で岡山を元気

に！」のミッションを果たすべく、日々精進してまいります。

　今後ともご支援、応援のほど何卒よろしくお願い申し

上げます。

応募いただいた方の中から、抽選で12名（各チーム3名）

各クラブチームの
サイン入り色紙を

お名前、ご住所、欲しいクラブチームの名前、この会報紙の感想を記載の上、メール、
ハガキ又はファックスによりご応募ください。（1人1回のみの応募とさせていただきます。）

【メール】 kinki@pref.okayama.lg.jp
【ハガキ】 〒541-0042 大阪市中央区今橋３-２-20 洪庵日生ビル２階

岡山県大阪事務所宛　【F A X】 06-6131-6390
令和2年3月13日（金）
厳正な抽選の上、商品の発送をもって発表に代えさせていただきます。商品の発
送は3月末頃を予定しております。

応募方法

応募宛先

応募締切

当選発表

応募いただいた方の中から、抽選で12名（各チーム3名）応募いただいた方の中から、抽選で12名（各チーム3名）

プレゼント!

© FAGIANO OKAYAMA

最先端のがん治療施設、大阪重粒子線センター。

年会費納入のお願い
事務局より

藤崎　弘敬（新見市）

藤田　晴哉（岡山市）

前川　新吾（倉敷市）

守田　勝海（高梁市）

山本　翔大（浅口市）


